
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
五
年
度 

前
期
段
級
認
定
試
験 

一
般
部
課
題 

一
般
部 

毛
筆
課
題 

・
次
の
詩
句
を
半
紙
に
五
文
字
で
創
作
し
な
さ
い
。
落
款
に
は
名
前
か
号
を
書
き
な
さ
い
。
姓
名
印
も
可
。 

《
存
常
抱
柱
信
》 

常つ
ね

に
抱ほ

う

柱
ち
ゅ
う

の
信し

ん

を
存そ

ん

す 

柱
を
い
だ
く
よ
う
な
固
い
約
束
を
、
い
つ
も
心
に
い
だ
て
い
る
。（
李
白
） 

提
出
作
品
は
楷
書
必
須
、
行
書
・
草
書
・
隷
書
・
篆
書
の
内
か
ら
一~

二
体
選
択
し
提
出
す
る
こ
と
。
師
範
受
験
者
は
全
書
体
必
須
。 

楷書 参考作品 

令和五年度 前期段級認定試験 

 

名 

前 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

草
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

篆
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

隷
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和五年度 前期段級認定試験 

 

名 

前 

名 

前 

名 

前 

名 

前 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和五年度 前期段級認定試験 

 

令
和
五
年
度 

前
期
段
級
認
定
試
験 

 
一
般
部 

硬
筆
課
題 

・
次
の
詩
句
を
所
定
の
硬
筆
用
紙
に
て
創
作
し
な
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 
 

《
知
識
は
有
限
だ
が 

想
像
力
は
無
限
に
世
界
を
駆
け
る
》 

落
款
に
は
氏
名
か
姓
号
を
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
の
制
作
例
を
参
考
に
し
、
適
宜
違
う
書
体
や
連
綿
を
使
用
し
て
も
良
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

          

一般部参考作品 

 

行書作品例 楷書作品例 


